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1 ．目的
1.1　心理臨床の実践における困難
カウンセラ （ー以下Co）は，その養成課程において，
「治療的パーソナリティ変化の必要にして十分な条件」
（Rogers, 1957）の純粋性，無条件の肯定的配慮，共
感的理解や，マイクロカウンセリング（Ivey, 1983 福
原ほか訳編 1985）等から，心理臨床面接の基本的な
態度・姿勢やクライエント（以下Cl）との対話方法
について学んでいる．さらに，各々のオリエンテーショ
ンに基づき，精神分析や認知行動療法，来談者中心療
法等に特化した技法を習得し，Coになった後も研修
や実践の中でこれらの技能向上に努めている．
一方，臨床実践の場においては，これらの基本的態
度や専門的技法をそのまま実行するだけでは効果的な
面接にならないことが多い．例えば，切迫した自傷他
害の恐れや，精神的な混乱を来したClに対して，Co
は自己一致に困難を感じることもあり，受容や共感の
姿勢のみで対応するとClの状態を悪化させてしまう
場合もある．このような面接の状況は決して稀ではな
く，Coは事例の個別性やCl-Coの関係性に応じて対話
の仕方や技法を調整する必要がある．その調整を行う
状況や方法は無数に存在するため，それを整理するこ
とは非常に困難であり，調整に際しての指針や観点を
示した研究も見当たらず，各々のCoが実践の場で苦
心して対応しているのが現状である．
1.2　心理臨床における失敗に関する研究
上述の対話や技法等の調整を適切に行えず対応に失
敗した事例が，近年，心理臨床の研究において取り上
げられるようになってきている（遠藤，2003；岩壁，
2007；遠藤ほか，2010）．心理臨床において，Coのあ
る対応が失敗であったか否かの判断は，その立脚点に
よって変わる（丹治ほか，2002）が，一度も失敗をし
ないCoは存在しないと言っても過言ではないだろう．
遠藤ほか（2010）によると，初心者Coは，失敗に向
き合って知識化し，そのプロセスの中で自分がどのよ
うに感じ，どう行動したかを意識化することを通して，
Coとして進歩しようとする．また，ベテランCoであっ
ても一度ならず失敗を経験して，その失敗について振
り返り，他の面接で同じ失敗を繰り返さないように自
身の面接技能を磨いてきた歴史がある．失敗に向き合
うことは，Clに効果的支援を提供するためにも，Co
自身が職業的に成長するためにも，非常に重要である．
このような失敗を扱った研究では，Coが 1 つの面
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接を終えた後に失敗に向き合い，他の面接に還元して
いくことが主に想定されている．つまり，失敗は結果
であり，進行中の面接プロセスの中でその観点を活用
しにくく，失敗に至る面接の相互作用プロセスについ
ても十分明らかになっていない．
1.3　心理臨床における「つまずき」に関する研究
臨床実践においては，失敗に至る前の早い段階で失
敗につながるおそれに気づき，適切に対処することが
重要であり，そのためには失敗に至るプロセスを明確
にすることが必要である．筆者らは「Cl-Co関係の中
でCoが感じる面接プロセスの停滞・途絶」を「つま
ずき」と捉え，「つまずき」の特徴やプロセスを明ら
かにする研究を行ってきている．松川ほか（2017）で
は，初心者Coが体験する「つまずき」の内容について，
刊行されている中断事例を対象に質的に分析を行っ
た．その結果から，適切な対処が為されないと，Co
の自覚，Clの言動，Cl-Coの関係性，面接の枠組みの
順に，面接により大きな影響を与える「つまずき」へ
と進展していくと考察している．この研究で，「つま
ずき」自体の移り変わりのプロセスは検討されている
が，「つまずき」の前後のCl-Coの相互作用プロセス
はまだ明らかになっていない．
1.4　本研究の目的
以上のように，「つまずき」という観点は，臨床実
践の中でCoが基本的態度や専門的技法をケースの個
別性に応じて調整するための1つの基準になり，面接
が失敗や中断に至るのを未然に防ぐことにもつなが
る．「つまずき」のプロセスを明らかにすることによっ
て，効果的な対応の在り方をさらに検討することがで
きるだろう．
本研究では，「つまずき」に関する一連の研究の1つ
として，「つまずき」のプロセスを明らかにすることを
目的とする．また，その際に「学生相談」と「中堅
Co」に焦点を当てる．松川ほか（2017）では検討され
ていないが，医療や福祉，教育，学生相談，司法，産
業等の臨床領域に共通する「つまずき」と独自の「つ
まずき」が存在すると考えられる．この点を明らかに
するためには，各臨床領域ごとに「つまずき」の特徴
を明らかにし比較する必要があり，本研究はその1つ目
として位置づけられる．さらに，Coの経験年数によっ
て「つまずき」に差がある可能性も考えられる．松川
ほか（2017）で焦点を当てた初心者Coは，もっとも多
種多様な「つまずき」を体験しうるが，それに気づか
ずに失敗や中断に至ることが多いと考えられる．一方，
ベテランCoはもっとも早い段階で「つまずき」に気づ
いて対処しうるため，「つまずき」の内容やプロセスは
初心者Coよりも限定されたものになると考えられる．
これらに対して中堅Coは，初心者Coと同程度に多様
な「つまずき」を体験し，面接中にそれに気づいて対
処することができると考えられる．つまり，「つまずき」
の多様性を保ちつつ，「つまずき」の前後のプロセスに
ついて内省的に振り返られる点で，中堅Coを対象とす
ることは本研究の目的に適っている．
なお，本研究では修正版グラウンデッド・セオリ ・ー
アプローチ（以下M-GTA）に準じて「ベース・データ」
の分析を行っている．理論的サンプリングと継続的比
較分析を同時並行的に行うM-GTAでは，最初にまと
めて収集したデータを「ベース・データ」と呼び，そ
の後分析経過に基づいて追加収集したデータを「追加
データ」と呼ぶ（木下，2003）．このため，今後，本
研究の知見を精緻化するために，どのように「追加デー
タ」を収集して分析を進めていくのが良いか示唆を得
ることも，本研究の目的の 1 つである．
2 ．方法
2.1　実施時期および調査協力者
2018年 1 ～ 3 月に，国立大学の学生相談に携わる中
堅Co  3 名（男性 1 名，女性 2 名）を対象にインタ
ビュー調査を実施した．本研究における中堅Coとは，
心理臨床に携わった経験が 5 年以上20年未満1）である
者を指す．本研究の協力者の経験年数は 7 ～13年であ
り，調査当時までに 3 年以上継続して学生相談に携
わっているCoであった．
2.2　手続き
各調査協力者に対し，半構造化面接によるインタ
ビュー調査を実施した．これまでに経験した 2 つ以上
の「つまずき」について話すよう教示し，「つまずき」
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が生じた経緯から，その「つまずき」に気づいて対応
し，その後，面接が展開していくまでをたずね，具体
的に語ってもらった．所要時間はいずれも 1 時間程度
であった．場所は協力者の所属機関の一室で行い，協
力者から同意を得た上でインタビューを録音した．
2.3　倫理的配慮
本研究では，事前に「つまずき」の定義や本調査の
概要について協力者に伝え，インタビューで話しても
よい「つまずき」を選定してもらった．調査当日にも，
研究内容や個人情報の保護，インタビュー中に心身の
不調が生じた場合にはいつでも中断できること等に関
して書面と共に協力者に伝え，承諾書に署名を得てか
らインタビューを開始した．本調査は筆者らの所属機
関の研究倫理審査委員会の承認を得ている．
2.4　分析方法
録音データを逐語録に起こし，M-GTA（木下，
2003）に準じて質的に分析した．第一筆者が一通り分
析を行った後，第二筆者がチェックし，疑問があった
箇所については合議により最終決定とした．なお，本
研究はベース・データの分析であるため，発言した調
査協力者が 1 名のみの概念も分析対象とした．生成し
た概念の説明力が一定ではないことを考慮して考察を
行う必要がある．
3 ．分析のプロセスと結果
インタビューで語られた11個の事例（表 1 ）に対し，
以下のプロセスで質的分析を行った．以下の記述では，
【　】はカテゴリーを，《　》はサブカテゴリーを，〈　〉
は概念を，“　”は定義を示す．
3.1　分析テーマと分析焦点者の設定
本研究の目的に基づき，分析テーマを「『つまずき』
が生じる経緯から，Coがそれに気づいて対処し，そ
の後，面接が展開していくまでのプロセス」，分析焦
点者を「学生相談に携わる中堅Co」と設定した．
3.2　概念の生成
インタビューの逐語録を，事例の内容や展開のまと
まりごとに読み込み，分析テーマに関連すると思われ
る箇所を解釈して「概念」として定義した． 1 つの概
念に対して 1 枚のワークシートを作成し，定義やバリ
エーション，理論的メモを記入していった．同様の作
業を続ける中で類似例や対極例が生じたときには，そ
の都度，概念の確認や修正を行った．11個の事例に対
してこの作業を繰り返し，類似例が多く見つからない
概念については統廃合を行い，最終的に32個の概念が
生成された（表 2 ）．
以下に，本研究における概念生成のプロセスを 1 つ
例示する．次の発話は，調査協力者の一人が面接中断
後に再来したClとの対話について語ったものである．
「何で来なくなったのかを聞いたら，私としてはClが
自分の問題に直面せざるを得なくなったのが辛くて来
なくなったのかなと思っていたんだけど，Clは現実
的なレベルで捉えていて，面接で一通り話すのを，気
持ちを切り替えて作業に取り組むきっかけのように
使っていたんだけど，家族のある出来事をきっかけに
何に取り組んだらいいのか分からなくなって，来る意
味がなくなったように感じたんだって言ったんです」．
これを筆者らは，Coが中断という「つまずき」の後，
再びClと歩調を合わせるための情報を得ようと対処
したのだと解釈して，〈中断した理由の共有〉と命名し，
“面接中断後に，Clと再び歩調を合わせるために，そ
の理由を共有する”と定義した．その後，類似例や対
極例を確認してこの概念を精緻化する過程で〈キャン
表1　本調査で得られた事例の概要
No. 事例の概要
1 不本意入学の後に引きこもった男子学生
2 指導教員との関係で行き詰まった男子学生
3 休退学について親と対立した男子学生
4 虐待してくる親への手紙を持参した男子学生
5 人間関係を棚上げし研究の相談をした女子学生
6 異なる主訴での飛び込み相談を繰り返した女子学生
7 対人トラブルに関して来談した加害側の男子学生
8 ハラスメント申立の一歩手前で動けなくなった女子学生
9 研究に関する漠然とした悩みを語った女子学生
10 在学年限が迫っても動き出せなかった男子学生
11 対人関係で不安定になり行動化した女子学生
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表2　生成されたカテゴリー，サブカテゴリー，概念と発話例
著者名・タイトル 
表2 生成されたカテゴリー，サブカテゴリー，概念と発話例 
カテゴリー サブカテゴリー 概念 発話例（要約） 
現実面での
制約 
 Clの在学年限 Clの退学が迫ってきていることで，事例の展開を急いでしまった． 
 Coの異動 最初の Coが異動になって，2人目の Coになったところで，Clが「Co
を替えたい」と言った． 
「つまずき」
の内容 
Coの自覚 
Clの行動に対する Coの 
心配や悩み 
ストーカーの被害側が，加害側の精神面を心配して相談に連れて来
たが，Co としては加害側の言動を放っておけず，対応に悩んだ． 
Coに生じるもどかしさ ハラスメントの申立てに向けて話を進めていたら，途中で Clが動かな
くなり，ちょっともどかしくなってしまった． 
複数の価値観に関わる Coの 
葛藤 
親や先生がClを修了させようとする一方で，Clは一日一日じっと修論
のタイムリミットを待っており，Coはどうしたらいいのか困った． 
話の焦点をずらしたという 
Coの感覚 
Cl が精神科医に対する恋愛感情について話し始めたのに対し，Co
は他の人との関係に話をずらしてしまったと感じた． 
面接展開に関する Coの焦り Clの在学年限が迫ってきて，別の Coからケースを引き継いだ責任も
感じて，焦るあまり先を先をと急いでしまった． 
Cl と関係性を持つことへの 
Coの不安や自信のなさ 
強く警戒を示す Cl に対して，Co として Cl を支えなければ，認めても
らわなければという気持ちが出てきた． 
Clの行動 
Clの行動化 Coが面接を引き継いで 1～2ヶ月してから Clが自殺未遂をした． 
Clの問題解決行動の停滞 研究科の別の先生に相談する等の動きについて話し合っていた時期
に，Coが思っていたよりも Clの方が動けなかった． 
Cl-Co関係 
Coに対する Clの感情的反応 Clは親に対する気持ちをCoに代弁してほしいのに対し，CoはClが
自分で言えるようにサポートしたくて，Clは怒ったり泣き出したりした．
Clに生じた迷いや不安の 
受け取り不足 
Cl が何かを話すことに迷っている時期があり，Co としてはその話を受
け止めるつもりでいたところ，来なくなってしまった． 
Coの先入観に起因する Clの 
負担 
最初の主訴から「Cl は大学に行きたくても行けない」という線で話をし
ていくと，Clはそれで辛くなって面接に来なくなった． 
Clの拒絶による Coの傷つき Coが面接の継続を提案すると，「もう来ません」と言われ辛かった． 
Coが振り回されている感覚 継続面接にはならず，大変な状況になったら来談する Cl で，こういう
やり方しかないのかと思いながらも，こっちが振り回されることがある．
面接の目的や
進め方に関する
ずれ 
Coによる見立ての偏り Cl の心理的な特性よりも，現実的な対人関係の問題で見立ててい
て，想定していたように動いて行かなかったのではないかと思う． 
Coの面接方針の不適合 現実面での目標を設定して面接をしていたが，指示的なやり方では
なく支持的な方がClには馴染んでいるのかもしれないと気になった．
Cl と Co間での面接目的の 
不一致 
Co が面接で扱うべきと思っていたことと，Cl が相談室を使っている意
味や目的が違っていた． 
 面接のキャンセルや中断 Cl と Coの関係が悪くなっていって，いったん中断に入った． 
「つまずき」
への気づき 
 Clの言動からのずれの認識 Coから提案をしたときに，Clの意に沿わなかったのか，顔が真っ赤に
なったり，声が震えたりして，負担をかけていることに気づいた． 
 SVを通したずれの理解 スーパーバイザーからの指摘で Clの気持ちとのずれに気づいた． 
「つまずき」
への対処 
面接の初期や
停滞地点への
立ち返り 
Clの初期ニーズの再確認 途中で何かずれたなと思ったら，「最初来られるにあたってどう思いま
したか？」みたいに，もう一回そこに戻る． 
停滞した地点への立ち返り ハラスメント申立てに関して Cl が動けなくなり，改めて話をすると，家
族関係にうまく行かない要因があったので，そちらにシフトした． 
ずれの共有と 
調整 
中断・キャンセルの理由の共有 中断後にClが来たときに，何で来なくなったのかを聞いて，面接に関
して Clが Co とは異なる捉え方をしていたことが分かった． 
面接のペースや目標の再調整 進路への取り組みをCoが促し，Clが動き出せない状況が続いた後，
お互いが感じていたこと，やれる範囲でやっていくことを共有した． 
Coのずれの感覚の表明 Cl とつながれていないことに気づいた場合は，そのことを伝えて，Co
にどんなサポートを求めるかを Clに聞く． 
 中断後の Coからのコンタクト 無断キャンセルの後 Clが来なくなり，心配になってメールを送った． 
 Coによる葛藤の保持 継続にならず必要時だけの利用で良いのか，ずっと葛藤していた． 
 Coの現実的判断に基づく対応 面接だけではどうにもならない部分があったので，最終的には指導教
員やチューターの先生と情報共有し，環境調整をした． 
 Clの感情的反応に対する鎮静 Clがすごい声で怒ったので，「まあまあ」となだめる感じだった． 
「つまずき」
からの展開 
 関係性や Clの内省の進展 面接の停滞に関して話をしていると，Cl が「別に意識はしていなかっ
たけど，やりとりをしてそうなんだと気づきました」と内省を語った． 
 面接で扱うテーマの深化 環境調整や進路決定が面接目標と思っていたが，Cl が対人面や主
体性の問題を語るようになり，自分らしい生き方に話題がシフトした． 
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セルした理由の共有〉と統合され，最終的に〈中断・
キャンセルの理由の共有〉となった．
3.3　サブカテゴリーとカテゴリーへの収束化
生成した概念について，概念間の関係性に着目して
「サブカテゴリー」および「カテゴリー」へと統合を
試みた．その結果，32個の概念は 6 個のサブカテゴリー
と 5 個のカテゴリーに統合された（表 2 ）．
以下に，本研究におけるサブカテゴリー生成のプロ
セスを 1 つ例示する．前節で例示した概念〈中断・キャ
ンセルの理由の共有〉に類似するものとして，次の 2
つの概念が生成された． 1 つは“面接を進めるペース
や方向性の「ずれ」を共有し，それらを改めて調整す
る”と定義した〈面接のペースや目標の再調整〉であ
り，もう 1 つは“CoがClと歩調が合っていない感覚
に気づき，そのことをClとの間で話題にする”と定
義した〈Coのずれの感覚の表明〉である．これら 3
つの概念は，“「つまずき」や「ずれ」を共有すること
でCl-Co関係を調整する”点で共通しており，サブカ
テゴリー《ずれの共有と調整》として統合した．
上記の作業と並行して，生成したサブカテゴリーや
概念の関係性や，学生相談のプロセスにおけるそれら
の位置づけを検討した．その結果，時間経過とも関連
する 5 つのカテゴリーの中にサブカテゴリーや概念が
配置された（図 1 ）．カテゴリーやサブカテゴリー，
概念の関係性については，時間的な前後関係の他に，
影響や関連の方向性も抽出された．
最後に，第一筆者と第二筆者で，11事例から他に抽
出できる概念やサブカテゴリーがないことや，11事例
と生成されたモデルの間に齟齬がないことを確認し，
分析を終了した．
3.4　生成されたモデル
以上の分析により，学生相談に携わる中堅Coの「つ
まずき」のプロセスを説明するモデルが得られた．以
下では，時間経過順にそのプロセスを記述する．
3.4.1　【現実面での制約】
学生相談では〈Clの在学年限〉があり，Clが抱え
ている悩みや問題の解消とは別に，面接の期限が決
まっている．その期限が近づくことによってClやCo
が焦ったり，Clが面接の終了に不安を持ったりし，Cl
とCo双方にペースの乱れが生じることがある．また，
〈Coの異動〉ももう一つの面接の期限となり，Coと
信頼関係を結んでいたClがショックを受け，激しい
行動化を生じさせることもある．このように，Clあ
るいはCoにかかる現実的制約の影響を受ける形で「つ
まずき」が生じることがある．
3.4.2　【「つまずき」の内容】
「つまずき」は，まず，自身の内的な感覚に関する《Co
の自覚》として生じ得る．例えば，面接室外でのCl
の度を過ぎたあるいは常識から外れた行動に対して思
い悩んだり，問題解決に向けたClの動き出しが止まっ
たことにもどかしく感じたりする．面接室内のことで
も，Clの価値観と関係者の価値観やCoの価値観とが
ずれていることから葛藤を感じたり，Clが話したい
と思っている内容をCoの方から逸らしてしまった感
覚を持ったりする．また，前述の〈Clの在学年限〉
が迫っていることから面接を進めることに関してプ
レッシャーや焦りを感じたり，警戒心の強いClと良
い関係性を築くことに不安や自信のなさを抱いたりも
する．
このようなCoの内的感覚からは少し離れて，《Clの
行動》の変化として「つまずき」が現れることもある．
例えば，Clが他のCoのもとに相談に行ったり，自殺
未遂が生じたり，問題解決に向けた動きが滞ったりす
る．Clの行動化の度合いが激しいと，後述する〈面
接のキャンセルや中断〉に直結する可能性が高まる．
CoかClのどちらか一方のことでなく，《Cl-Co関係》
のこととしても「つまずき」は生じ得る．例えば，
Coから期待するような具体的支援をしてもらえない
ことに対してClが怒ったり，逆にClが自身の迷いや
不安を表明せずCoが受け取りそこなったり，Coが先
入観を持って登校する方向に押したことでClの負担
になってしまったりする．また，面接の継続をClに
はっきり拒絶されてCoが傷つきを感じたり，Clが不
定期に問題が大きくなった時にだけ相談に来てCoが
振り回されている感覚を持ったりする．
さらに，面接の枠組みに近い部分で，《面接の目的
や進め方に関するずれ》として「つまずき」が生じる
こともある．例えば，Clが抱えている問題に対する
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Coの見立てが外れていたり，内面を扱う支持的面接
に馴染んでいるClに対して現実的・指示的アプロー
チを行ったり，Clが相談に来る目的とCoが面接で取
り組もうとしたことが一致していなかったりする．
そして，面接の枠組みそのものと関連する〈面接の
キャンセルや中断〉も「つまずき」の一種である．こ
こまでに見てきた《Coの自覚》，《Clの行動》，《Cl-Co
関係》，《面接の目的や進め方に関するずれ》，〈面接の
キャンセルや中断〉の順に面接に及ぼす影響が大きく
なり，それぞれ次の段階である【「つまずき」への気
づき】につながり得るが，特にこの〈面接のキャンセ
ルや中断〉は【「つまずき」への気づき】に直結する
ことが多い．
3.4.3　【「つまずき」への気づき】
「つまずき」が生じた後，CoはClの顔色の変化や声
の震え，Clからの不満の訴え等の〈Clの言動からの
ずれの認識〉によって，そのことに気づく場合がある．
上述の〈面接のキャンセルや中断〉からの「つまずき」
への気づきも同種のものといえよう．また，個別でも
グループでもスーパービジョン（以下SV）を受けて
いるCoであれば，〈SVを通したずれの理解〉をきっ
かけに「つまずき」を認識することもある．このよう
に，Coが何かしらのきっかけを掴んで「つまずき」
に気づくことによって，それに対する理解や対処が可
能となる．
3.4.4　【「つまずき」への対処】
「つまずき」に気づいた後，Coは面接に来なくなっ
たClに連絡を取ろうとしたり，Clの面接の活用の仕
方に関して葛藤を抱えたまま対応を続けたりする．ま
た，面接だけでの対応に限界を感じてClの周囲の環
境調整を行ったり，感情的になったClをなだめたり
することもある．これらの対処は「つまずき」に関す
る理解やCl-Co間での認識の共有，その後の面接の展
開にあまり結びつかなかったのに対し，以下の対処は
それらに結びつく可能性がある．
その 1 つは，CoがClと共に「つまずき」が生じた
時点やそれ以前に戻って対処する《面接の初期や停滞
地点への立ち返り》である．例えば，改めてClに何
があって，どう思って来談したのかをたずねたり，Cl
が問題解決に向けて動き出せなくなったところに戻っ
て，その要因について面接で扱ったりする．もう 1 つ
は，CoがClと「つまずき」や「ずれ」を共有するこ
とでCl-Co関係を調整する《ずれの共有と調整》であ
る．例えば，Coから面接の中断やキャンセルの理由
をたずねてそれを共有したり，Cl-Co間で面接を進め
るペースにずれが生じていたことを共有して，面接の
ペースや目標について改めて話し合ったり，Coから
Clとつながれていない感覚を伝えて協力関係を作り
直そうとしたりするものであった．
3.4.5　【「つまずき」からの展開】
「つまずき」に効果的に対処することができると，
以前はできなかったCl-Co間での内面に関する対話が
できるようになったり，進路に関してなかなか動き出
せなかったClが自分の状態を認識して話せるように
なったりする〈関係性やClの内省の進展〉につなが
る場合がある．また，面接での話題が，環境調整や進
路に関するテーマから対人関係や主体性に関するテー
マへと移っていった〈面接で扱うテーマの深化〉に結
びつく可能性もある．ただし，面接はこれで無事に終
了するという訳ではなく，この後も新たな「つまずき」
が生じる可能性があり，ClとCoはこのようなプロセ
スを繰り返しながら面接を進めていくことになる．
4 ．考察
4.1　生成されたカテゴリーについて
【現実面での制約】は〈Clの在学年限〉と〈Coの異
動〉という，「つまずき」を生じさせる面接の外的要
因で構成されていた．一方，「つまずき」を生じさせ
る面接の内的要因としては，岩壁（2007）が失敗の要
因として挙げている「セラピストの欲求」「セラピス
トとクライエントの恥の感情」「ミスマッチ」「原初的
傷つきやすさ」等も該当すると考えられるが，本研究
ではこれらと【「つまずき」の内容】を明確に区分す
ることが困難であった．
【「つまずき」の内容】は《Coの自覚》《Clの行動》
《Cl-Co関係》《面接の目的や進め方に関するずれ》〈面
接のキャンセルや中断〉で構成され，この順で面接へ
の影響が大きい「つまずき」といえる．例えば，〈Co
に生じるもどかしさ〉という《Coの自覚》の時点で
Coが気づいて適切に対処すれば影響はそこで止まる
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が，《Coの自覚》の時点で対処せずにいると《Clの行
動》や《Cl-Co関係》，《面接の目的や進め方に関する
ずれ》へと影響が波及し，〈面接のキャンセルや中断〉
に至る可能性が高まる．つまり，これらのいずれかで
「つまずき」が生じたとき，Coが適切に対応しないで
いると，より面接への影響が大きな「つまずき」へと
進展していくと考えられる．
【「つまずき」への気づき】は〈Clの言動からのず
れの認識〉と〈SVを通したずれの理解〉で構成され，
〈面接のキャンセルや中断〉も関連すると考えられる．
実際の臨床実践の場では，これらの他にCoの違和感
等の内的感覚も「つまずき」に気づくきっかけとなる
が，本研究では【「つまずき」の内容】との区分が難
しかった．
【「つまずき」への対処】は《面接の初期や停滞地点
への立ち返り》《ずれの共有と調整》〈中断後のCoか
らのコンタクト〉〈Coによる葛藤の保持〉〈Coの現実
的判断に基づく対応〉〈Clの感情的反応に対する鎮静〉
で構成され，この多くがCl-Co関係の中での対処であ
り，〈Coによる葛藤の保持〉のようにCoの中で持ち
こたえる対応や，〈Coの現実的判断に基づく対応〉の
ようにCl-Coの関係性を超えた対応は少数であった．
後者は，特にClに自傷他害や何らかの被害の恐れが
ある場合に取り得る対処であるが，インタビュー調査
ではそのバリエーションを抽出するのに限界があると
考えられる．
【「つまずき」からの展開】は〈関係性やClの内省
の進展〉と〈面接で扱うテーマの深化〉から構成され
たが，該当する発話が3つと非常に少なかった．本調
査では，進行中の事例か終結した事例かの選択を協力
者に任せる形にしており，結果として比較的最近の進
行中の事例が多く語られた．このため，「つまずき」
に対処した後の展開まで至っていない事例が多く，本
カテゴリーに該当する概念を多く生成できなかったと
考えられる．
4.2　「つまずき」のプロセスとCoの認識
「つまずき」は，その一部が【現実面での制約】の
影響を受ける形で生じ，〈面接のキャンセルや中断〉
かそこに至る前の段階で【「つまずき」への気づき】
をきっかけにCoに認識され，対処される．そして，
その対処が効果的であったとき，【「つまずき」からの
展開】につながる（図 1 ）．この一連のプロセスは時
系列順に単純化したものであり，実際の「つまずき」
に関するCoの認識は複雑なプロセスをたどると考え
られる．具体的には，面接プロセスの中で，Coは何
か違和感や「面接がうまく進んでいない感じ」を持ち
つつ，きっかけがあって「つまずき」が生じていたこ
とに気づき（【「つまずき」への気づき】），「つまずき」
が生じた要因（【現実面での制約】）や面接プロセスを
振り返って，何が起こっていたのか（【「つまずき」の
内容】）を検討する．このときCoは必ずしも「つまず
き」の理解まで至らず，仮説や「よく分からない」と
いう結論になり，その後，検討に基づく対応（【「つま
ずき」への対処】）と再検討を繰り返すことで，よう
やく【「つまずき」の内容】が明確になる場合もある．
そして，そのような対応を丁寧に行っていくことで，
面接が展開していく（【「つまずき」からの展開】）．こ
のように複雑なCl-Coの相互作用プロセスを，Coが安
定して効果的に行っていくためには，Coが「つまずき」
のプロセスを理解し，その視点を活用することが一助
となるであろう．
4.3　「つまずき」への効果的な対応
【「つまずき」への対処】と【「つまずき」からの展開】
の関連を検討したところ，Clとの間で「面接がうま
く進んでいない感じ」を共有して，面接の進め方につ
いて改めて話し合ったり（《ずれの共有と調整》），Cl
の動きが止まったところにCoも戻って，Clの気持ち
を丁寧に聞いたり（〈停滞した地点への立ち返り〉）す
ることが，【「つまずき」からの展開】につながってい
た（図1）．このことから，Coが「つまずき」に気づき，
それをClとの間で積極的に話題にして，Cl-Co関係を
協力して立て直していくことが，「つまずき」に対す
る1つの効果的対応であることが示唆された．この点
は，今後調査を継続してさらに検討する必要がある．
4.4　初心者Coの「つまずき」との比較
本研究における中堅Coの【「つまずき」の内容】を，
松川ほか（2017）による初心者Coの「つまずき」の
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類型と比較すると，《面接の目的や進め方に関するずれ》
というサブカテゴリーが生成された点が特に異なって
いた．中堅Coは初心者Coよりも，その臨床経験に基
づいて，「面接をどのように進めればClの役に立つか」
を先々の展開まで含めて考えることができる．そして，
その予後予測を含んだ見立てが先行してClの現状や
気持ちに十分添えなかったり，見立てが外れたりする
ときに，Clとの間でずれが生じるのだろう．その他
の初心者Coと中堅Coの「つまずき」の異同について
は，今後の継続調査を通しての検討が必要である．
4.5　学生相談の実践に対する示唆
本研究で生成されたモデルは，学生相談において「つ
まずき」が生じる要因から，Coが「つまずき」に気
づいて対処し，その後面接が展開していくまでのプロ
セスを示している．このプロセスを学生相談に携わる
Coが知っていれば，面接中に生じ得る「つまずき」
により早い段階で気づき，対処することができるよう
になるだろう．その結果，相談者である学生に対して，
より良い支援を提供することが可能になると考えられ
る．
また，中堅Coに焦点をあてた本モデルを知ること
は，初心者Coにとっても，「つまずき」に対する視野
を広げ，感度や対処力を向上させる点で有用であろう．
今後，他の臨床領域における「つまずき」との比較検
討を進め，学生相談に特有の「つまずき」が明らかに
なれば，初心者Coの研修や成長により還元しやすく
なると期待される．
4.6　今後の課題と展望
本研究はベース・データの分析であり，今後，追加
データを収集・分析していく上での課題が明確になっ
た．今後のインタビュー調査では，【現実面での制約】
を含む「つまずき」の要因や【「つまずき」への気づき】，
【「つまずき」からの展開】のカテゴリーに関する語り
にも焦点をあて，これらのバリエーションを明らかに
する必要がある．特に，「つまずき」の要因の中でも
Cl-Co関係内の要因や，「つまずき」に気づくための
きっかけの中でもCo内の要素に関しては，今後，そ
れらに焦点をあてた質問をしてデータ収集を図り，
【「つまずき」の内容】との区分について再検討しなけ
ればならない．【「つまずき」からの展開】に関しては，
事前に調査協力者に対して「当日は終結事例における
『つまずき』について聞かせていただきます」等の教
示を与えることによって，より多くのデータ収集が可
能になると考えられる．このカテゴリーの中身が充実
すれば，「つまずき」への効果的対応についてもさら
に検討することができる．このように理論的サンプリ
ングにより追加データの収集・分析を継続していくこ
とによって，理論的飽和化も可能になるだろう．
その後の研究の展開としては，まず，学生相談に携
わる初心者CoとベテランCoの「つまずき」を明らか
にし，中堅Coの「つまずき」との異同についてより
詳細に比較検討する必要がある．これによって，Co
としての経験や成長と「つまずき」との関連が明確に
なるだろう．次に，医療や福祉，教育，司法，産業領
域等の他の臨床領域に携わる中堅Coを対象に同様の
調査を行い，その「つまずき」のプロセスを明らかに
することも重要である．その結果と学生相談における
中堅Coの「つまずき」について比較検討を行うこと
によって，様々な臨床領域に共通する部分と，学生相
談に独自の部分を抽出することができるだろう．この
点が初心者Coの研修や成長に寄与することに関して
は前述した通りである．さらに，インタビュー調査の
中では語られにくい「つまずき」やそのプロセスにつ
いても検討する必要がある．例えば，Clによる自傷
他害が生じたり，犯罪やハラスメントの被害に遭った
りする事例等がこれに該当する．このような事例の中
では数多くの「つまずき」が生じる可能性があり，そ
のプロセスや効果的な対処を明らかにすることは，学
生相談に携わるCo全体の対応力の向上につながると
考えられる．この点については，集積的事例研究等の
方法によって検討することができるだろう．
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注
1）  宮城県臨床心理士会では，スーパーバイザーを 2 タ
イプに分類し，より専門性が高いスーパーバイザー
に望まれる規準を「心理臨床の経験が20年以上ある者」
としている（http://www.msccp.jp/pg231.html）．ま
た，臨床心理士は非常勤の職が多く，必ずしも経験
年数と力量が関連しているとは限らない．このため，
本研究ではより厳格な規準を採用し，臨床経験が20
年以上の者をベテランCoとした．
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